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 第 2章「ユニマーミセルを形成する pH応答型ポリマーの特性評価」では，親水性成分であ
る 2-(acrylamido)-2-methylpropanesulfonic acid (AMPS)のナトリウム塩と，疎水性成分とし
て側鎖のメチレン基数が異なる 12-methacrylamidododecanic acid (MmD)，8-methacryl- 





 第 3章「PP不織布にグラフトした poly(NaAMPS-co-NaMmD)による BPAの吸着特性」で
は，BPA吸着量は NaMmDのプロトン化が起こる pH 9付近で最大となるが，コンセプト通
り pHスイングにより BPAの吸脱着が可能であり，さらにミセルの疎水性マイクロドメインへ
の取り込み量が pHの変化速度に依存することを見出している。 
第 4章「poly(NaAMPS-co-NaMmD)を PEVA多孔体にグラフトした吸着材による BPAの吸
着特性」では，poly(NaAMPS-co-NaMmD)をグラフトした PEVA 多孔体の透水性は pH に依
存し，透過させる BPA水溶液の pHを選ぶことによってミセルの疎水性マイクロドメインへ効
果的に BPAを取り込むことが可能なことを見出している。 
第 5章「PEVA多孔体にグラフトした pH応答型ポリマーの BPA吸着特性に及ぼすポリマー




第 6 章「総括」では，本論文の成果をまとめると共に，pH 応答型ユニマーミセル形成ポリ
マーの応用に関する今後の展望を述べている。 
 以上，審査の結果，本論文の著者は博士（工学）の学位を授与される十分な資格がある
ものと認められる。 
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